
166 INTERNET magazine 1996/7

インターネットは爆発的に普及が進んでい

るが、さらに「イントラネット」という新た

な言葉が登場している。一見、インターネ

ットの誤字ではないかと思われる「イントラ

ネット」とはどのようなものなのだろうか？

インターネットを使っている私たちとはどの

ような関係があるのだろうか？ これが今月

のテーマだ。

すでに企業のシステム担当者向けのイント

ラネット解説は多いが、本誌ではインター

ネットを積極的に利用している読者にとっ

てのイントラネットにアプローチした。

INTRA 

インターネットマガジン編集部 編
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インターネットと
イントラネットは同じもの！？

「イントラネット」を簡潔に説明すると「インター

ネットの技術を使って、（企業）内部のネットワ

ークを構築する」ということだ。文字どおり、イ

ンターネットが「Inter（相互の）」＋「net（ネッ

トワーク）」という意味であるのに対し、イント

ラネットは「Intra（内部の）」＋「net（ネットワ

ーク）」という意味だ。

「なんでいまごろそんなことを言うんだろう？

TCP/IPを使ったLANなんて、すでにウチの会

社では使っているもんね」という声も聞こえてくる。ごもっともな意見だ。しかし「LAN」と

いうような言い方ではなく、「イントラネット」という言い方があえて注目されるというのは、単

なるブームではなく、従来のLANとは違うニュアンスを含んでいると考えるのが妥当だろう。

まず、そのニュアンスを理解するところから、「イントラネット」を理解することにしよう。

P A R T 1
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LANをインターネットの技術で作る意味

はどこにあるのだろうか？大きく分けると

つぎの2点に集約されるだろう。

まず第一に、インターネットへの接続が

あたりまえになると、それと同一の技術で

ネットワークを構築するということは技術

的にも、投資的にもメリットがある。内部

だ外部だというだけで別の技術を使う意味

はないと言える。

そして第二に、ネットワークは単にケー

ブルにコンピュータをつなげれば完成とい

うものではない。その環境を使っていかに

情報共有とコラボレーションをするかが問

題なのだ。そこで、インターネットで実証ず

みのアプリケーション「WWWブラウザー」

を使って情報を共有すれば、統一の操作方

法で組織内の情報に簡単にアクセスできる

ようになるというわけだ。

組織内部のコンピュータネットワーク化や

情報共有は各々の企業で進めていたところ

もあるだろうが、いずれも画期的な成功例と

して耳にしない。しかし、インターネットで

はそれを世界規模で実現してしまったのだ。

インターネットの成功と爆発的な普及に

よって、組織内部のネットワーク自体もイ

ンターネットの技術に合わせていかなけれ

ばならなくなっているというのが現在の状

況である。

このように、いままで組織内の情報共有

の方法について苦労してきたことが、イン

ターネットで培われたWWWと電子メール

というメッセージングシステムのおかげで、

単純にして、最新のテクノロジーを導入で

きるチャンスがやってきているのだ。

それにしても、なぜ「イントラネット」

なんていう言葉で表さなければならないの

だろうか？そのヒントは「インターネット」

と「イントラネット」という言葉の対比に

ある。いずれもまったく同じ技術とアプリ

ケーションを使うので、「イントラネット用

の技術」というものが特別に考え出された

わけではない。単に「組織の外部との接続」

か「組織の内部の接続か」という違いしか

ない。

むしろ、形態ではなく、特定の情報へ

のアクセス権とファイヤーウォールという

セキュリティ機構に着目した方がよいだ

ろう。この「違いがない」ということを

表すのに最適なのが、「イントラネット」

という「インターネット」とあえて類似

させたの妙だ。

組織内部から見れば、内部にある情報も

外部にある情報も同じアプリケーションと

方法でアクセスできるということは非常に

便利だし、外部から見れば、その組織のも

つ情報の一部にでもアクセスが許されれば

（たとえば予約システムや在庫照会システム

など）、外部の人間にとっては非常に便利

なサービスだと受け取れる。

現在の企業の「ホームページ」といわれ

ているものの多くは、内部との結合よりは、

インターネットに「看板を出す」という発

想で作られているために、せっかく作って

もなかなか更新されない「作りっぱなし」

のものになっている。そして、従来ならカ

タログで入手できた程度の情報しかないの

が実状だ。

これから先、「生きた情報発信」をする

ためには、内部情報のデジタル化と、それ

をいかに組織内でシェアして組織外にもそ

の一部をシェアしてもらえるかということ

になるだろう。

「インターネット」と「イントラネット」
の違いはファイヤーウォールとアク
セス権の違い

企業内のネットワークもインターネ
ット技術で構築

ファイアー 
ウォール 

WWW 
ブラウザー 

インターネット 
サーバー 

イントラネット 
サーバー 

他のLANへ 

クライアント 

イントラネット インターネット 

A図1.イントラネットとインターネットは同一の技術で作られたネ
ットワーク。その切り分けはファイアーウォールによって行われる。
イントラネット側から見るとインターネットもイントラネットも同じ
アプリケーションで同じようにアクセスが可能である。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



170 INTERNET magazine 1996/7

組織内での情報共有には、いくつかの側

面が考えられる。もっとも単純な例が回覧

や掲示板の情報をWWWサーバーで提供す

ることで、より早く、そして必要なときに

すぐに見られる形態で「共有」することが

できるようになる。これはある種の「グル

ープウェア」と言えるだろう。

そして、もう1つはデーターベースシステ

ムとの連動だ。情報量が増えてくれば、こ

れを1ページずつ管理することには限界があ

る。すでに個人ホームページを持っている

人でも、ある程度作り込むとページのリン

クが、どこへリンクしているかさっぱりわか

らなくなるということを体験している人も

多いだろう。

ページの管理だけでなく、組織内部です

でに動いている基幹業務システムもデータ

ベースシステムだ。こうした基幹業務シス

テムは、従来ではメインフレームなどのコ

ンピュータを使って定型処理していたもの

を、蓄積したデータを自由に取り出し、そ

れを編集やシミュレーションに使うことで、

意思決定に役立てようというものである。

これが「データウェアハウス（D a t a

Warehouse）」という考え方だ。これは文

字どおりデータ倉庫という意味で、情報共

有はもとより、利用者の必要に応じた非定

型の処理を加えられるシステムである。

イントラネットを構築すると、組織内の情

報共有が進むというのは基本的なことだが、

さらに一歩すすめて、インターネットを使

い企業内情報の一部を顧客に提供すること

で、インターネット上にその企業の「サービ

ス」を作りだすこともできる。そして、外部か

らの情報を収集することによって、自社に

対する顧客の興味などを分析するのにも役

立てることができる。

現在のインターネット上の情報は、印刷

物として受け取る「会社案内」や「カタロ

グ」の束、あるいは商品が雑然と山積みに

なっている「店頭」と同じである。今後ま

すます情報が増え、利用者が増加すること

によって、単一の情報の出し方だけでは魅

力的あるビジネス利用とはならない。

そこで、その情報を見る人のプロフィー

ルに応じて、見せる情報の「切り口」を変

えたり、その人の情報の見方によって自動

的に嗜好を分析して、適切な情報を出すよ

うにする動きがある。これを最近の言葉で

は「インタラクティブマーケティング」と

呼んでいる。

WWWサーバーへのアクセス数で一喜一

憂する時代は終わり、「生きた情報」を出

すことによって顧客の動向をつかみ、企業

戦略に役立てるという積極的な利用法が次

世代の企業のWWWページのあり方だ。

イントラネットのメリットは、このよう

に外部の情報と内部の情報を関連づけるこ

とで、新しいビジネスチャンスを産み出す

ことにも役に立つと考えられる。
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S図2. 情報の共有は組織内部と組織外部で行われる
ようになりつつある。これがインタラクティブマーケテ
ィングの考え方だ。組織内部のコンテンツを提供する
ことで、顧客の興味などの情報を収集し、それは内部
情報として蓄積される。

データウェアハウスが情報戦略のキ
ーワード

インタラクティブマーケティングに
よる顧客との情報共有
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企業内の情報が電子化されていないと、

内部にいくらネットワークをひいて、「さぁ

情報共有をしましょう」と言ったところで、

何の役にも立たない。データーベースシス

テムをはじめとした情報の電子化とあいま

ってイントラネットの本領は発揮される。

オラクル社などのデーターベースシステ

ムを開発しているソフトウェア会社が発表し

ているデーターベースシステムと、WWW

をつなぐためのシステムが注目されている

のは、電子化された情報をいかに「提供」

していくかということだし、ネットスケープ

コミュニケーションズ社は情報共有のため

のサーバービジネスをメインとしている。マ

イクロソフト社もウィンドウズNTとバック

オフィスシリーズを中心としたサーバービ

ジネスの展開が急速である。各社の戦略に

ついては、この特集の180ページから掲載

しているので、あわせて参考にして欲しい。

インターネット、そしてイントラネットが注

目に値する要素がもう1つある。それは「誰

でも情報を提供できる」というフレキシビリ

ティーだ。インターネット上では「出版社」の

ようなところだけではなく、まったくの個人

が情報を出せる、そして組織内ではトップダ

ウンで情報を出すのではなく、情報を作り出

した人が自ら情報を出せるということだろう。

WWWなら誰でも情報を出せるとは言っ

ても、やさしいとは言われながらHTMLと

いう書式を勉強しなければ事実上情報を提

供できなかった。しかし最近ではワープロ

ソフトに組み込むことでHTMLを自動的に

生成できるソフトウェアも開発され、ます

ます容易になりつつある。

このように、特定の人ではなく「誰でもで

きる」ということが、組織内の情報の電子化

を促進させることになると期待されている。

本誌を発行しているインプレスは、インプレ

スグループとして、音楽関連の出版社である

リットーミュージック、マッキントッシュのデ

ザイナー向けの雑誌を発行しているエムディエ

ヌ、そして広告を扱うインプレスA&D、営業

を行うインプレス販売などの複数の会社と協力

関係にあり、いずれも同じビル（一部は別棟

に分かれているが）にある。

このインプレスグループ全体には、「イントラ

ネット」が導入されている。つまり複数の企業

が同一のネットワーク上で仕事をしている。具

体的にはつぎのようなサーバーを構築している。

ここで提供されている情報は、内線番号表、

ネットワーク設定、健康保険組合からの連絡

など、従来では、回覧や紙で配布されていたも

のだ。紙で配布されても、なくすこともあるし、

必要なときにすぐみつからない。しかし、こう

した形でネットワークで見ることができるだけ

で、非常に便利になったと言えるだろう。

また、インターネットを本格導入する以前に

使用していた社内用メールシステムはロータス

社のcc:Mailだったが、このメールを読むのも

WWWの中からできるようになっている。現在

はインターネットのメールシステムをそのまま

使用するほうが活発なので、過渡的なシステ

ムであるが、別のメー

ルソフトウェアを覚え

なくても、ネットスケ

ープを使用できればメ

ールを読んだり、書

いたりすることができ

るのは非常に便利で

ある。

ただ、ここで提供

されているものは、現

在のところあくまで内

部用のものである。

インプレスのイントラネットの実状

組織内の情報の電子化がこれから
のキーワード

だれでもWWW用の情報を作り出
せることが重要

インプレスのイントラネットサーバー
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イントラネットは組織内部のネットワークを

使って、組織内部のスタッフとの情報共有、そ

して外部の顧客との情報共有、そしてマーケテ

ィングのための情報収集というメリットが主な

目的なのだが、この内部のネットワークを使っ

て、「電話」というトラディショナルな情報シス

テムを融合しようという動きが出てきた。

これがCTI（Computer Telephony Integra-

tion：コンピュータと電話の融合）という言葉で

表されている。

電話、ファクシミリ、電子メールという複数

のメッセージ伝達システムを融合することで、最

適なメディアを使ってメッセージ伝達を可能に

する技術だと言える。

現在、いくつかのCTIシステムが開発されて

いるが、ここではNTTの「メディア統合通信シ

ステムTele Palette」を紹介しよう。

■ 受け手の都合で電話を制御する
電子メールを使いこなしていると、電話とい

うメッセージ伝達システムの暴力性が気になり

始める。電子メールなら、自分の読みたいとき

に読んで、返事を出すことができるが、電話の

場合は、自分が何をしているかとはまったく無

関係にかかってくる。それによっていまの仕事

や思考を中断したりしなければならないという

ことを苦痛に思う人もいるだろう。

電子秘書機能

まず、かかってきた電話が誰からなのかを画

面に表示し、受け手の都合によって、電話に出

たくないときは、その旨を相手に知らせること

ができる。そして、必要であれば電子メールで

用件を送ってもらうか、そのままボイスメール

で用件を吹き込むかの対応ができる。

もちろん、打ち合わせ中だったり、外出など

で机のそばにいない場合も同様な通知をしたり、

携帯電話に転送したりする指定が可能だ。

一方、受ける側は自分の都合のいいときに電

子メールを読んだり、ボイスメールとして吹き

込まれているメッセージを再生したりする。出

張にいっている場合などでも、ファクシミリさ

えあれば、電子メールやファクシミリなどの情

報は引き出して読むことができるので、ノート

パソコンを持ち歩く必要もなくなる。

統合メッセージ機能

電話、ファクシミリ、電子メールなど、さま

ざまな形で送られてくる情報も、「Tele palett」

では、すべて同一のメッセージとして処理され

る。画面上では、おなじみの電子メールが来て

いるのと同じように着信しているメッセージをク

リックすることで、メールなら文字を表示し、

ファクシミリなら画像が表示され、ボイスメー

ルなら音声の再生が始まる。

こうしたシステムは電話はもちろん、LANと

いうインフラが整備され、机の上に電話機とコ

ンピュータがあることによって実現されるもの

だ。長期的に考えると電話とコンピュータネッ

トワークは統合されるかもしれないが、このCTI

という考え方はそのための第一ステップとして

考えることができる。
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イーサネットLAN

PBX

電話 パソコン 

電話 

FAX

遠隔クライアント 

インターネット 

公衆網 

ISDN

サーバー 

クライアント 

F図3.CTIの仕組み。PBX（構内交換機）とネッ
トワークサーバーを接続することで、電話システムが
イントラネットの一部になる。

A画面2. NTTの開発したCTIシステムの一例。電
子メールも、組織内部の電子メールも、外線の電話
のボイスメールやファクシミリも同じ「メール受信」
の画面で管理している。情報の形態の違いによって、
文字を表示したり、音声再生のプレーヤーが起動し
たりする。

そして新しいキーワード「CTI」
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このように考えていくと、組織内の情報

はインターネットとの関係で見るとまさに

「コンテンツ」だったと言えるのではないだ

ろうか？それが専用の「閉じた」システム

で動いているうちはあくまで組織内部の

「情報」にしかすぎないが、一部でもそれを

インターネットの利用者に提供すると、たち

まち企業にとっての「コンテンツ」に変貌す

る。そしてそのコンテンツを出すことによ

って、さまざまなサービスを展開できると

同時に、顧客情報も得ることができ、それ

は「組織内情報」にもなりえるものである。

つまり、「組織内情報」と「組織外情

報」の違いは、その情報に対してのアクセ

ス権以外には、なにも違いがないというこ

とになる。

インターネットを使ってWWWの便利さ

を体験した人から見ると、こうしたイント

ラネットの像が浮かび上がってくる。

組織内情報はコンテンツである！

最後に、これまで紹介した話題をもとに、

イントラネットとインターネットの対応を

表にまとめてみた。

インターネット側からイントラネットに

アプローチするとコミュニケーションやサー

ビスを提供する相手（範囲）が異なる。イ

ンターネットとは違った技術で構築された

組織内部のネットワークは「スタンドアロ

ーン（孤立したネットワーク、つまりネッ

トワークにつながっていないネットワーク）」

に見える。ちょうど組織の入り口まで来て

るインターネットの線の先をさらに伸ばし

て、組織内のコンピュータをもつないでし

まおうという考え方だ。そのとき、各コン

ピュータ上で「作成」される文書やデータ

ーは、見せる相手を制限すれば「イントラ

ネット用の内部文書」、見せる相手を制限

せずインターネットからアクセス可能なよ

うにすると「インターネットのコンテンツ」

と呼ばれるようになる。これがこの特集の

副題である「組織内の情報はコンテンツだ

った！」ということなのである。インター

ネットにつながることで、同じものも呼び

名も意味も変わる典型例だろう。

一方、すでにネットワーク導入が進んで

いる組織のネットワークを担当者からみる

と、インターネットへの接続は、ネットワ

ーク資源の共有によるコスト効率の向上に

見えるようだ。ちょうど一人一台ずつプリ

ンタを購入すると莫大な費用がかかること

から、グループで1台をのネットワークプリ

ンターを共有するように、インターネット

へのアクセスラインを組織に属するスタッ

フがアクセスができるようになるという考え

方だ。こちらの発想からすると「イントラ

ネット」という語の新鮮味はあまりないか

もしれない。

さらに今後は、組織の内部と外部の情報

アクセスを境目なく（シームレスに）し、しか

もコンテンツを提供しながら、組織内の情

報のセキュリティを守るという相反する命題

を解決する技術が重要になるだろう。それ

とともに、いかに組織内の情報をデジタル

化し、コンテンツにしていくかということも

念頭に置いた運用も考えなければならない。

いずれにしても、発想を転換することで

「個人のためのインターネット」に加え、

「社会の基盤としてのインターネット」への

拡大を促進するのが、この「イントラネッ

ト」の持つ意味だろう。そして、通信でき

るコンピュータの範囲が組織の外部に対し

ても、内部に対しても、さらに拡大してい

くということは、よりネットワークの可能

性を向上させることにつながる。

イントラネットとインターネット
すべては発想の転換から始まる！？
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日本サン・マイクロシステムズ株式会社

ネットワークコンピューティング製品

を生み出している企業としては、あま

りにも有名なサン・マイクロシステム

ズ。その技術力や先進性を生かした、

イントラネットが構築されているに違

いない。サンのイントラネットシステ

ムを取材すべく訪ねてみた。

(              )

■インターネットブームの前から社内の

情報共有は始まっていた

インターネットが急速に普及するなか、各

コンピュータメーカーの主力製品は、イント

ラネットに移ってきている。ここサン・マイ

クロシステムズは、自社のネットワークを例

にあげてイントラネット製品の売り込みをし

ているという。セールスの武器になるほど充

実したネットワーク環境とはいったどんなも

のなのだろうか？　サンのネットワークシステ

ムを構築し、現在はそれを売り込む立場にな

った関根信太郎氏にお話をうかがう。

「実は、このインターネットブームがくる前

から、社内にはTCP/IPのネットワークが張

り巡らされて社内の情報共有をしていたんで

す。イントラネットという言葉が、社内で言

われだしたのは去年の9月くらいからです。そ

れまでは、イントラネットという定義もない

まま、社内の情報共有はずっと行われていま

した。つまり、普通の企業だとインターネッ

トを社内に導入して、さあ今度はイントラネ

ットだという順番です。しかし、サンは今で言

うところのイントラネットは初めにありきだっ

たのです」

世に言うインターネットが普及する前から、

すでにイントラネットの原形というより、ネッ

トワークそのものが特別な意識なくすっかり

稼動していたわけだ。これはもちろんSUNと

いうワークステーションのメーカーだからだ。

■メインフレームを駆逐する

ここまでイントラネット、つまりTCP/IPに

よるネットワークを構築していった理由とい

うか経緯はどのようなものなのだろう。

「サンは1982年の創業以来、急速に拡大

してきました。そこで、システムの拡張に伴

い、メインフレームを多数つぎ込んでいきま

した。その最中、1989年の一時期にサンが

赤字を出したことがあるんです。その原因と

いうのが、メインフレームがクラッシュしたこ

とによって、注文データが壊れて商品が送れ

なくなったということでした。

そんな経緯があって、もうメインフレーム

には追加投資しないと決定しました。それ以

来、89年から今日まで言わばメインフレーム

追い出し作戦を行っていたわけです。ただ、

現在はメインフレームは、一台だけ外部に移

管されて稼動していますが」

イントラネットの導入事例

「Network is Computer」インターネットが広がる前から、
社内にはネットワークシステムが構築されていた。

SCASE:1日本サン・マイクロシステムズ株式会社
SCASE:2ソニー株式会社
SCASE:3東京理科大学ここではすでに「イントラネット」を導入している企業2社と大学1校を

取材し、その導入事例を検討してみることにしよう。
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日本サンインテグレーション
副本部長

関根信太郎氏

るという組織になっています。その上に経理、

人事などの本社組織というものが横並びであ

り、そこのなかにあるCIOの直属組織である

ENS（Enterprise Network Service）

という部門がサンのなかのネットワークインフ

ラとその上に走っているアプリケーションなど

を一元管理しています。

また、コストの面から言えば1人の管理者

が何台管理できるかという数値も重要です。

アプリケーションの開発人数とサポートの人

数が同じではあまり効率が良いとは言えませ

んから。この数字を上げようと努力している

うちに、サンはいつのまにかネットワークに大

きな先進性を持つ会社となったのです」

ネットワークが大きくなれば、アプリケー

ションの運用にしても大変な手間になってく。

この問題はどうクリアしているのだろうか。

「ピラミッド型にサーバーを構成し、上か

ら下のサーバーには1日に1回最新のアプリケ

ーションが置かれます。末端のクライアント

は、それらのサーバーにアプリケーションを読

みに行くことで常に最新のものがマウントさ

れる仕組みになっています」。

■データとアプリケーションは集中さ

せ、CPUパワーは分散させる

サンのワークステーションは、分散処理で

はなかったのだろうか。現在の動きは、集中

型に見えるのだが。

「現在は、ある意味では集中の方向に向か

っています。データとアプリケーションを集中

させる。しかし、末端のクライアントが積んで

いるのはOSのみで、ネットワークからアプリ

ケーションやデータを引っ張ってきて処理す

る。つまりCPUパワーは分散させるわけです。

■メインフレームを駆逐するメリット

メインフレームを駆逐し、クライアントサ

ーバーのネットワークを導入するメリットは、

どんなところにあるのだろう。

「それは2つの点があると思います。まず1つ

は企業の仕事の仕方を変えるということです。

ネットワークインフラがあって、クライアント

サーバーの基幹が走っていれば、変化に素早

く対応することができます。

もう1つは、圧倒的にコストが安いという

ことです。いま我々の競争相手はメインフレ

ームとNTのサーバがあってPCがあるという

形です。そこでは、PCが山のようにメモリや

ハードディスクを積んでいる状態で、そのコ

ストもかなりかかるわけです。それに対して、

我々のイメージはクライアントが軽く、フレ

キシブルな上にコストが安いというものです」

しかし、イメージとして初期コスト的には

NTサーバーとPCの方が安いと思われるのだ

が、その辺はどうなのだろうか。

「車と同じことです。購入するコスト以外

のことを考えたときにどちらが安いかというこ

となんです。初期費用だけでなく、管理のコ

ストを考える必要がありますね」

企業のフットワークを軽くすることで、素

早い変化に対応する。かつネットワークに管

理のコストを下げる。これが、サンの提供す

るイントラネットの最大のメリットと言える。

■サンのネットワークの中身とは

さて、その歴史からすれば、すっかり年季の

入ったネットワークだが、その中身はどういう

ものなのだろうか？

「SWAN（Sun Wide Area Network）と

呼ばれるものがあります。これがサンの

TCP/IPの企業内ネットワークです。世界で

3000以上のサーバーがあり、サイトは180く

らいあります。また、サンの社員は全世界に

約1万5千人はいますが、1人最低1台のデス

クトップパソコンを持っており、それはすべて

SWANに接続されています。また、それらは

クライアントサーバーになっており、専用端

末というのはほとんど存在していません。

世界中にネットワークが広がっていますが、

アメリカのネットワーク構造は、日本のOCN

のモデルでもあるMCIのバーチャルネットワー

クを使用してます。それぞれの一番近い都市

にあるMCIのアクセスポイントまでは、T1か

T3の専用線を引いています。

インターネットがこれだけ普及した今では

SWANのようなイントラネットは高く評価さ

れていますが、89年当時はなかなか理解され

にくかったですね」

サンのこのようなネットワークは、日本の

平均的な企業の3～5年は進んでいると思わ

れる。そういう意味でも、サンの社内ネット

ワークを見れば、ほかの企業の3～5年後の

ネットワークのビジョンを描けると言ってもよ

いのではないか。

■ネットワークの運用は一元管理で

これだけ大規模なネットワークになると、

管理するでけでも莫大な手間にならいのだろ

うか。新しいアプリケーションを導入するだ

けでも、かなりの手間だと考えられるが。

「サンは、ハードを作るところ、ソフトを作

るところなど多数の独立採算の分社が存在す

photo:Kazuo Hiroji
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ソニー株式会社

すでにネットワークを導入している企

業は、すでに何らかのシステムが稼

動している。たとえば、メインフレー

ムを使ったものだったり、あるいは数

年前にブームとなったサーバークラ

イアントシステムなどだ。サン・マイ

クロシステムズのようにメインフレー

ム撤廃ができれば別だが、そこまで

はなかなか踏み切れないのが実状だ

ろう。こうしたすでに稼動しているシ

ステムに「イントラネット」が導入す

る例としてソニー株式会社を訪ねた。

(                )

■4000点の商品情報を検索できる

ソニー株式会社の国内営業部本部のなか

に業務用システム機器を販売する営業部門が

ある。この部門で扱う製品は、一般店で販売

されるのではなく、主にディーラーを通じて

企業や官公庁に導入される。この営業本部

でのシステム構築を手がけた情報システム部

の今村課長にお話をうかがった。

「ソニーのこの営業部門では、すでにメイ

ンフレームやUNIXをベースとしたクライアン

トサーバーアプリケーションが稼動していま

す。しかし、これは1人1台のコンピュータが

あるわけではなく、メインフレームなどの端末

が部署の一部に配置されている環境でした。

しかし、営業部門の生産性を向上させるため

に、パソコンを700台導入し、1人1台の環

境に近づけるということを始めました」。

イントラネットはその一環というわけだ。

「使っているのは、まず電子メール。お客

様からの問い合わせなども最近では電子メー

ルで入ってきます。2番めがWWWブラウザ

ーを使った商品情報検索です。

ここまでがイントラネットですが、それ以

外に販売管理、顧客管理、見積作成をする

MASCOTというUNIXベースのネットワーク

があります。これはクライアントマシンとして

ウィンドウズが使えるようにしました。また、

全社で使う出退勤務管理、交通費清算、メ

インフレームを使っている経費予実績、請求

書処理など、それと販売物流管管理システム

もパソコンからできるようにしました」。

まさに、情報処理の王道であるメインフレ

ームと、数年前に流行したSIS、そしてイン

トラネットが混在している環境だ。

「この営業部門は、全国に18か所の営業

拠点があります。いままではメインフレーム

の端末とUNIXのクライアントとパソコンが並

んで、公衆端末のような形で部署に配置して

いたのですが、それをなんとかパソコン1台で

すべてカバーしようというわけです」。

■印刷物の情報からデーターベースデ

ータを作り出す

注目すべきは、WWWブラウザーを使った

商品情報検索だろう。4000点もある製品の

資料をファイルして、それを縦横無尽に探せ

なければならい。

「商品点数は3000点から4000点ですね。

すべての商品について営業マンは覚えられま

せん。いままでは毎月の新製品が印刷物とし

て供給されるわけです。これだと調べるのが

とても大変です」。

具体的な商品情報とはどのようなものなの

だろうか？

「新製品の価格、特徴、仕様、寸法、主

な用途、販売するためのシステム例などが掲

載されています。これが製品の型名を入れる

だけで、検索できるようになりました。やっ

てみて分かったのですが、メインの商品の仕

様はすぐ覚えますが、ケーブルなどの周辺機

器の仕様は覚えていません」。

地味な賞品ほど、ニーズは高いのになかな

か覚えていられないということだろう。

■なにがなんでもWWWブラウザーで

やろうとは思わない

すでに他のシステムがあるなかで、あえて

WWWブラウザーを使う「イントラネット」

既存のシステムと並行した運用。
何がなんでもイントラネットではなく、
適合する業務内容から着実に導入する。
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国内営業本部
経営企画部門
情報システム部統括課長

今村光一氏

国内営業本部
経営企画部門
情報システム部係長

目黒正隆氏

本社からディーラーに情報を提供する。こ

れは有効な手段だろう。では、一般の人に対

しても門戸を開くのだろうか？

「この部門の商品は一般向けのものではあ

りませんから、現在のところは予定はありま

せん。むしろ、一般に公開する分野の商品で

はないからこそ、イントラネットという内部

に視点が向いたんだと思います。これが一般

向けの商品であれば、情報発信を始めていた

でしょう。

それよりも、営業マンが出張にいったとき

に、ファイヤーウォールが高くて、情報にア

クセスできないという不自由さが指摘されて

います。いまはその解決を考えています」。

■フットワークが軽いことがいまの時

代にマッチしている

「結局、できあがったシステムの満足度は

70%でも、開発期間が短いということであれ

ば、これだけ移り変わりの早い時代には適合

しているのではないかと思います」。

開発期間に1年とか2年とかをかけていて

は、新しいシステムも登場するし、コンピュ

ータ自体の性能もぜんぜん違ってきてしまう。

こうしたフットワークの軽い環境が、いまの

技術革新にもマッチしている。

「そして、このシステムが成功したポイント

は従来の紙で配布していた製品情報を印刷し

てくれる印刷所さんに、このデータの入力を

お願いしたことでしょう。データーベースに文

字を入れればいいわけですからね。資料の原

稿を作っている人からは、いままでどおり印

刷所さんに渡すと、印刷物もできるし、デー

ターベースにも入るように見えます」。

ソニーの社内で新たな業務が発生したセク

ションはないということだ。情報を作成する

のに、HTMLという「専門知識」を要求し

ないということは、情報の蓄積を促進させる

大きな要素だろう。

の導入に踏み切った理由は何なのだろうか？

「まず、操作が簡単だということですね。そ

して、マルチメディア対応の発展性があるの

ではないかということです。あとはシステム構

築がやりやすいということですね。通常のシ

ステムを作るのには、お金もかかるし、時間

もかかるのがイントラネットなら簡単にできま

すからね」。

このシステムを構築したソニーコンピュー

タシステム株式会社も「クライアントのソフ

トソフトウェアのメンテナンスがいらないとい

うことは非常に大きいメリットです。以前は

クライアントソフトウェアに不具合があると、

それをインストールしにいかなければなりませ

んでしたから。ソニーの中にはウィンドウズも

ありますし、UNIXワークステーションもあり

ますし、マッキントッシュもあります。それぞ

れにクライアントを作り込まなくてよいという

のは開発工数が削減されます」と認める。

理想的なように聞こえるこのシステムに問

題点はないのだろうか？

WWWは普通に作ると、検索するのに何ペ

ージもクリックを繰り返さないと目的の情報

にたどり着かず、これでは日常の業務に適し

ていません。そこで、データーベースシステム

と組み合わせることで、商品の型名を入力し

て検索できるようになりました」。

その道のプロには、マウスよりもキーボー

ドを使った軽快な操作性が求められるという

ことだ。

ここまでのシステムはとりあえず成功だと

すると、他のシステムもいずれイントラネット

に移行するのだろうか？

「その前に、全国のディーラーの人たちも

一般のインターネットプロバイダー経由で、

この情報を検索できるように開放したいと思

います。インターネットなら、特約店の費用

負担もそれほどかからないでできるのではない

かと思います」。

photo:Keiji Kimura
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自己紹介や教材、レポートまでがWWWに。
キャンパスライフに必要な情報は
WWWブラウザーで見る。

東京理科大学

■講義の教材はWWWで見る

東京理科大学では計6つのキャンパスをネ

ットワークで結び、イントラネットを実現し

ているという。どのような形で、学生はイン

ターネットを利用しているのだろうか？

情報処理センターの東田幸樹氏にお話をう

かがってみた。

「東京理科大の新入生が、インターネット

に触れるファーストステップは、HTMLで自

己紹介ページを作成することです。これで、

まだ顔や細かい趣味を知らないクラスのメン

バーを把握できるわけです。

次に、講義ための補助教材や練習問題、

復習のためのポイントがWWWに掲載され、

学生はそれを見て予習や復習ができるように

なっています。

そして、レポートなどもHTMLで作成し、

学内のWWWサーバーに公開することもあり

ます。そうすることで学生は、世界のネット

ワークにアクセスして情報を集めたり、学内

のネットワークから情報を集めてレポートを

作成するのです。それによって、情報収集と

自分でホームページを作るということを覚え

ていくのです」

このような講義に関すること以外でも、学

校や学部からの告知はほとんどコンピュータ

上で行われている。一昔前の学生なら、学部

の事務局の掲示板までわざわざ見に行ったも

のだが、それらはすべてブラウザーで見るだけ

だ。また、コンピュータ実習室の使用状況や

端末の使用状況が常にモニターされている。

学生は、その情報を学内の端末や設置された

モニターで見て、空いている教室や端末を見

ることができるのだ。

イントラネットは企業だけのものでは

ない。東京理科大学では、講義の教

材や学内情報はブラウザーで見たり、

個人がホームページを持つのはあた

りまえになっている。

イントラネットをすでに実践している

このキャンパスには、どんなことが起

きているのだろうか。

■コミュニケーションを活発化させる

メールとニュース

インターネットの重要な機能としてメールや

ニュースがある。約2万人の学生のうち、4割

近くがメールアドレスを持つという同大学の学

生は、それらをどう活用しているのだろうか。

「メールだと、学生も質問しやすいでしょ

うし、われわれも質問を受けやすいんです。

それだから、数が多くなりがちで、質問を受

けるのが大変になってしまうんです（笑）」

電子メールによって、教員と学生とのコミュ

ニケーションが、より活発になってきている。

「また、ニュースはいつもすごい盛り上がり

ですよ。ものごとを深く調べたいという学生

は、学内のニュースを利用しています。ニュ

ースグループの数は、かなりになるでしょう

ね。そして、そこでしばしば質問される内容

などはコンピュータ相談員たちがまとめて

WWW上で公開しています」

■情報発信を始める学生たち

東京理科大学のホームページ集は非常に充

実しているが、大学側はどう扱っているのだ

ろうか。

「ホームページに関しては非常に難しいスタ

ンスがあるんです。現在、学生にホームペー

ジを作るときの指導としては、日本の法律に

抵触しない、また著作権を侵害しない、公序

良俗に反しない、学生としての品位を保つと

いうような4つの条件を出しています。ただ、

あまり学生に規制をかけても不自由ですし、

かといって何の指導もなくトラブルを招いて

しまうのも困る。教育機関として、このあた

りのバランスが非常に難しいところですね」
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情報処理センター長補佐

東田幸樹氏

東京理科大学のコンテンツ構成図
コンテンツの性質によって、外部の情報を公開するも
のとしないものがある。また、内部のデータも、学生
と職員で共有できるものとできないものがる。

ホームページ公開によって、学生たちに新

しい事態が起き始めている。

「実は、学生たちのホームページを企業が

見て、アルバイトや就職の声をかけてくると

いうことが起きているんです。ホームページを

見れば、その学生のテクニックや趣味などが

分かるわけですから、非常に有用なわけです。

また、学生たちも、逆に企業に自分を売り込

むための手段としてホームページを使うとい

うことも増えてきています。電子メールで自

分のホームページアドレスを人事に送って見

てもらう。積極的な情報発信が新し事態を引

き起こしているんです」

コミュニケーションの幅は、キャンパス内だ

けでなく、外部の企業にまで広がってきてい

るようだ。

■職員も大学も活用するネットワーク

情報処理センターの中ではどのように利用

されているのだろうか。

「たとえば、職員が端末をオンにしている

かいないかで、出勤状況をモニターするとい

うものがあります。これがWWW上で見られ

るようになっているので、誰が今いるかいな

いかが各職員の端末から確認できるわけです。

また、学内の会議などが非常に多いのですが、

それらの議事録などをファイルにして収録し

ています。紙をファイリングするのと違って、

ばらけたりなくしたりすることがありませんか

ら、非常に便利ですね。また職員とのミーテ

ィングもメールなどで電子的に処理すること

が非常に多くなっています」

また、大学側からの情報発信という意味で

は、ほかに先がけて合格者をWWW上で発表

する試みを始めている。

■情報によってネットワークの意味が

変わる

こういったネットワークができたその経緯

と原点は、どこにあるのだろうか？

「東京理科大のネットワークへの取り組み

は、1983年からスタートしています。当初は

メインフレームでのネットワークで、その後、

さまざまなシステムが作られていきました。始

まりが古いですから、最初はインターネット

ではなかったんです。そこからインターネット

の将来性を見て、移行が始まっていきました。

それがここ8年くらい前からのことでしょうか。

しかし、インターネットへの移行はあまり

違和感はありませんでしたね。名前が違うだ

けで、同じネットワークなわけですから。

ただ、現在のような、教材や資料をウェブ

に上げたりするイントラネット的な使い方を

するようになったのは最近のことですが、電

子メールということでは、10年くらい前から

使っていました」

■ここまで浸透した理由は、ブラウザ

ーの操作性

設備が充実しても、実際に利用されなくて

は意味がない。しかし、コンピュータ実習室

は、学生で満杯だった。ここまで学生に浸透

した理由はなんだろうか。

「せっかくのゴールデンウィークなんだから、

どこか遊びに行けばいいのにと思うんですが

（笑）。でも、これが導入された頃は、学生は

あまり利用しなかったんです。それが、今や

端末がすっかり足りない状態です。そうなっ

た理由として、ブラウザーは一番の大きな要

素ですね。昔で言えばモザイク、今ならネッ

トスケープですが、それらの操作性があまり

にもよかったと思うんです。今の環境なら、

なんでもかんでもブラウザーで見れるようにと

いう形になってきた。しかも、それらはすべ

て統一の操作環境で実行できますからね。」

今後は、学内に情報コンセントを装備した

り、学生向けのダイアルアップ回線を増やす

予定でいるという。
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主要ソフトウェア会社の
イントラネット戦略
企業情報システムとインターネットのコラボレーション
インターネットマガジン主催【インターネット最先端セミナー】採録

情報を見る－ブラウザー

インターネットエクスプローラーの特徴

の1つに、セットアップが非常に簡単であ

るということがいえます。メニューの質問

に答えていくだけで、セットアップができ

ます。操作性もドラッグ＆ドロップを多様

に活用できるものとなっています。

また、マルチメディアの機能に関して、

特別にプラグインを追加しなくても、標準

でサポートされています。

そして、セキュリティーに関しては、ネット

スケープから提供されているSSL（セキュア

P A R T 3
3月28日と29日、東京原宿のク

エストホールで「インターネット最先

端セミナー（主催：インターネット

マガジン）」が開催された。このセ

ミナーにおいて、今後のインターネ

ット、そしてイントラネットのキーと

なる3つのソフトウェア会社がその

戦略を語った。

ここでは、マイクロソフト株式会社、

日本ネットスケープコミュニケーションズ株式会社、株式会社日本

オラクルが語るイントラネットの将来を見ていこう。

いていくということが考えられます。

それと同時に、リアルタイムで流れてくる

音声や映像を扱えるようにしていきます。そ

して、電話との融合を目指します。たとえば

テレビ会議システムのように、情報を共有し、

互いの顔を見ながら同じドキュメントを見

るというような部分をサポートしていきます。

情報を提供する―サーバー

マイクロソフトの「インターネットイン

フォメーションサーバー」でどのようなこと

ができるのでしょうか？

まず、パフォーマンスが圧倒的にいいと

いうことが言えます。たとえば、昨年、朝

日新聞社のWWW サーバーである

「asahi.com」がIIJにミラーサーバーを作っ

たというニュースが記憶にあると思います。

30万ヒットから50万ヒットすると、さすが

に負荷が重くなってきてミラーサーバーを

作らざるえないという状況になってきたと

いうことでしょう。しかし、microsoft.com

のサーバーはPentium 66MHzのCPUを2つ

搭載したマシンで、ミラーサーバーを作る

マイクロソフト株式会社
代表取締役会長　古川 享氏

ー・ソケット・レイヤー）を使って、暗号化の

モジュールを組み込める構造になっています。

また、インターネットエクスプローラー

は新たなる進歩をとげようとしています。

それは、「アクティブX」という技術に対す

る取り組みです。それが搭載されるエクス

プローラー3.0の場合には、インターネットエ

クスプローラーが単なるブラウザーの機能だ

けでなく、アクティブXを実行するクライア

ントとしての役割も果たすことになります。

今後はアクティブXを使ってHTMLのコン

テンツの中でムービーが動いたり、Javaで書

かれたアプレットが動いたり、3次元処理が

できたりと、さまざまな仕事をこなしてくれ

ることでしょう。また、データベースなどの

複数のアプリケーションと連動しながら動

クライアント、サーバー、作成環境、
統一したインターフェイス、そして
インフラのすべてを用意する。
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ことなく運用していました。このサーバー

には、昨年末の段階で、1日295万ヒット

がありました。そして、最近はインターネ

ットエクスプローラーのダウンロードなどの

利用が増えてきたので、現状では1日600

万ヒットという数になっています。同じ

CPUの性能でも他社のサーバー群と比べ、

コストが半分でパフォーマンスが3倍優れて

いるということなのです。

そして、マイクロソフト社の製品の強み

があるポイントは、現在のクライアントサ

ーバーコンピューティングの中で活用され

ているSQLサーバーなどのさまざまなバッ

クオフィスのサーバー群とインフォメーショ

ンサーバーがウィンドウズNTサーバー上で

統合できるということでしょう。その上でデ

ータベースとの連携を行ったり、今までは

個別に存在していたサーバーを、統一され

た1つのファミリーとして構築していくこと

が可能になるでしょう。そうするとインタ

ーネットのクライアントから、グループウェ

アや社内の電子メールの統合化ということ

などが可能になります。また、FTPや

Gopherに対して、従来のようにインターネ

ットエクスプローラーでアクセスするだけで

はなく、それらが社内のデータベースと連携

し、自動的にデータベースの資料を出版を

することが可能になるでしょう。

またインターネットエクスプローラーを通

じて社内の情報資源にアクセスするという

ようにイントラネットにアクセスするという

ことも、インターネットと共通のカルチャ

ーの中から作り出していきます。

ファイアーウォールを立てたり、ゲート

ウェイの中で一定のアクセスを外から防ぐ

総合的な製品も今後は開発していきます。

マイクロソフトは、ウィンドウズNTのなか

でWWWを扱うサーバーが「インフォメー

ションサーバー」だとすると、それ以外に

「エクスチェンジサーバー」、セキュアな環境

を作る「インターネットアクセスサーバー」、

社内のコンテンツを情報出版して社外に出

していくという「パブリッシングサーバー」、

そして、映像をMPEGのデータにしたり、

映像をそのまま配信するような「メディア

サーバー」を組み込んでいきます。こうい

ったことにより、総合的なサーバーの世界

を作っていこうと考えています。

情報を作成する－オーサリングツール

情報を編集する道具としては、表計算ソ

フトの「エクセル」やワードプロセッサーの

「ワード」などが、インターネットのコンテンツ

を作るツールとして変貌を遂げます。もち

ろん、コンテンツを作る専用のアプリケーシ

ョンも提供していきます。たとえば、Java言

語をビジュアルベーシックやビジュアルC++

の感覚で扱える環境も提供します。

操作環境の統合化

WWWにアクセスする、オフィスの中のサ

ーバーにアクセスする、パソコンの中のデー

タにアクセスするということに関して、共通

の操作方法を作っていこうと考えています。

具体的には、ウィンドウズにアクセスし、

ディレクトリの中身を見るのにWWWの中

のホームページを見るような感覚で自由に

アクセスできるようになるでしょう。

インターネットへのアクセスの提供

これまでのマイクロソフトネットワーク

（MSN）は、ある意味パソコン通信として

の機能を果たしていました。これを今後は、

インターネットサービスプロバイダーとして

の役目を果たしていきます。

そしてMSNの中で提供しているコンテ

ンツをインターネットのサービスの中で提供

していきます。

マイクロソフト 
エクスチェンジ 
クライアント 

インターネット 
エクスプローラー 

インターネット 

マイクロソフト 
SQLサーバー 

サーバー側 

クライアント側 

マイクロソフト 
インフォメーション 
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イントラネットを実現するさまざまなサーバー群：

MICROSOFT
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文書、音声、動画といったマルチメディ
アなデータを統一のサーバーで処理す
る。かつ電子メールやスケジューリング
などのグループウェアなどのあらゆるタ
イプのデータがこの統一された環境で
処理できる。
暗号化技術と目的に応じたサーバー技
術がキーテクノロジーとなる。
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日本ネットスケープコミュニケーションズ株式会社
マーケティングマネージャー北島 弘氏

なぜいまイントラネットなのか？なぜ企業

の中の情報システムにまでインターネットを

適用していく必要があるのでしょうか？

まず、インターネットというのは、単純に

いうと電話のシステムと同じもので、電話

の代わりと考えれば良いのではないでしょ

うか。電話という端末の代わりに、パソコ

ンがつながっているということです。

ですからあくまでも電話線を使って、公

衆回線網を使った情報システムを作り上げ

ていくわけです。その場合、電話の代わり

なので、当然声も送れる。それから電話で

送れなかったデータ、つまり画像が送れる。

それによって、静止画や動画などの情報を

互いに共有することができるというのがイ

ンターネットの一番の特徴かと思います。

クロスプラットフォームで動くソフトウェア

ネットスケープのソフトウェアは、企業

で使われる割合が急激に伸びています。こ

の理由は、いま使っているコンピュータが

そのまま使えるということです。

1つの企業の中に、さまざまな機種が混

在した環境が現在多く見られます。ネット

ワークの責任者などが一番頭を悩ませてい

るのが多分そのあたりではないでしょうか。

そして、このばらばらなコンピュータ環境

を1つの機種にそろえるというのはちょっと

無理なことだと思われます。

ですから、そういった環境の中で、クロ

スプラットフォームな環境でも動くソフトウ

ェアが必要になってくるわけです。

暗号化による機密保持

インターネットのオープン性を支えるの

は電話回線ですから、どこのコンピュータ

をデータが伝わっていくか分かりません。た

とえば、日本からヨーロッパの会社へ秘密

文書を送りたいとします。もし悪いことを

しようとする人がいたとすると、そこが全

部そのデータを吸い上げてしまうかもしれ

ません。

そこで暗号をベースにしたセキュリティ

ー、安全性を確保するということが絶対に

必要になります。これは企業の中でも絶対

に必要だと言えると思います。

インターネットやイントラネットの安全

対策としては、ファイアーウォールでネッ

トワークの外側と内側を区切るだけではな

く、もし会社の中に悪いことをしようとす

る人がいたらどうするかということも当然

考えておくべき問題だと思います。

それから、さまざまな情報を共有すると

いうことがあります。イントラネットは、それ

らの情報を共有するときにも使えます。それ

からCALS（Commerce At Light Speed）

などを実行する場合にも、専用の回線を設

ける必要なく、セキュリティーさえあれば公

衆回線でも衛星通信でも何でも実現できる

わけです。つまりそれだけの転送スピード

というのは確保されているわけですから、あ

とはセキュリティーだけの問題です。

イントラネットを導入する理由

いままでは、さまざまな情報システムを

導入する場合、メーカーの言われるがまま

にシステムを構築してきたという経緯があ

ると思います。

今後は、システム構築をメーカーに依頼

するときは、機種は問わないし、ソフトも

問わない、ただイントラネットとしてイン

ターネットをベースとした情報基盤を作る

ための提案書を持ってこい、という一言で

すむようになると思います。

そのときにポイントになるのは、選択の

自由がどれくらいあるかということと、秘

密の安全性はどれくらいあるかということ

です。

当然操作も容易でなくてはいけません。

そして、新しい情報システムを作り上げ

NETSCAPE
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ていくときにコストは一番の問題です。た

だ、インターネットの場合は途中の回線は

電話回線を使うわけですから、電話料金を

払いさえすれば使い放題です。質の問題と

いうのもあるかもしれませんが、現在はそ

れほど問題はありません。

やはり問題はコストです。たとえば地方

の営業マンにマニュアルを渡す、あるいは

海外の工場に仕様書を国際宅配便で送る

ということは非常にコストがかかるわけで

す。イントラネットによって、それらをな

くすことができます。

ネットスケープ社のイントラネット製品群

ネットスケープコミュニケーションズ社

は、ネットスケープナビゲーターでは80～

90％のシェアを持っています。しかしネッ

トスケープコミュニケーションズ社が提供

する製品の数多くは、実はほかにあるので

す。それは、さまざまな企業や新聞社、あ

るいはビジネスを始めたいという人たち向

けのソフトウェア群なのです。

さまざまな規模の企業でさまざまな規模

の商売を考えてらっしゃる方がいます。あ

るいは無店舗販売を自分の家にあるコンピ

ュータの上で行うような商売をしたいとい

う人もいます。そのためには、ネットスケ

ープの「Iストア」という商品があります。

そうすると、お客さんからお金をどう受

け取るのか、またどうやて課金するのかと

いう問題があります。そういったことに対

しては「トランザクションサーバー」とい

う製品を利用することになります。

クレジット会社や銀行にある既存のシス

テムやメインフレームとつなぐためのインタ

ーフェイスの部分が必要となります。つま

り、インターネットプロトコルと従来のメ

インフレームのプロトコルに合わせるという

ことは、「ccゲートウェイ」というソフトで

行います。

現在、インターネットに積極的になって

いる銀行やカード会社というの日本にはあ

りません。しかし、アメリカでは、かなり

の数のカード会社や銀行が直接インターネ

ットにつないでいます。つまり、顧客に対

して、どこにいても口座の残高が見ること

ができたり、預金通帳への記帳の必要がな

くなるというサービスを提供しています。実

はそれだけのサービスなんですが、アメリカ

というのは結構広いですから、直接窓口に

行ってというのは面倒なわけです。それに

比べてインターネットというのは、どこに

いてもどんなパソコンからでも自分のセキ

ュリティーさえあれば、そういったサービス

が受けられるわけです。

また、目的に応じたシステムを用意して

います。1つは「マーチャントシステム」。

これは実際にインターネット上でモノを売

り買いする場合に使用します。

また、情報を提供してそれに対していく

らというような場合、つまり新聞を売るな

どという場合には「パブリッシングシステ

ム」を使います。

インターネットで電子的な情報を提供す

るということは、非常に商売をしやすいと

思います。写真や文字情報などはすでに持

っているわけですから、それをパブリッシン

グシステムにのせ、たとえば今日のトピッ

クは1ドルです、番組欄は50セントですと

いう小口のお金を集めていく。そんな商売

が現実にアメリカのでは始まっています。

それから、「コミュニティシステム」とい

うものがあります。こちらはコミュニティー

ということで、1つの自治体や会社のなか

の1つのグループに対して、パソコン通信と

同じような機能を提供したいという場合の

システムとして、さまざまな製品システム

の上に積み上げていくわけです。

たとえば、まずコマースサーバーが必ず

あって、その上にデーターベースをのせる、

全文検索エンジンをのせる、そしてトラン

ザクションサーバーでその処理を行うなど

というようにソフトを積み上げていくとい

う形になっています。

こうした製品でインターネットに必要な

システムを提供していきます。

コマースサーバー 
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マーチャント 
サーバー 

パブリケーション 
サーバー 

トラザクション 
サーバー 

ネットスケープナビゲーター 他のブラウザー 

サーバーシステムの構成要素：
コマースサーバーを基本として、目的にあったサーバー
システムをその上に積み上げ、それらはトランザクショ
ンサーバーによって処理される。

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



184 INTERNET magazine 1996/7

オラクルが一番力を入れるものは、まず

企業向けアプリケーションで、統合パッケ

ージと呼ばれるものです。そして、2つ目

は、イントラネットとインターネットです。

イントラネットやインターネットのテクノ

ロジーは、企業の情報資源が有効活用され

るということが前提となります。オラクル

は、リレーショナルデータベースの分野で

企業の基幹系と情報系のデータベースを多

く導入しているので、それらを最大活用で

きる仕掛けを提供していくことができます。

生産者と消費者が直接つながる

インターネットによって、産業構造はど

のように変革するのでしょうか？まず、生

産者と消費者とのつながりが、ネットワーク

を使いながら電子的に直接つながる可能性

がでてきました。ネットワークを使い、さま

データベースを中心として、さまざまな
データを管理するサーバー、メールを管
理するサーバー、情報の出入りを管理
するゲートウェイなどさまざまなサーバ
ーでイントラネットを実現させる。
リレーショナルデータベースをWWWサ
ーバーにつなぐことで新しいサービス
が提供できる。

日本オラクル株式会社
取締役マーケティング本部長 新宅正明氏

レクトリックウォレットというようなアプリ

ケーションが大きな広がりを見せています。

そのウォレットの中身を作る銀行やクレ

ジット会社、その中身を組み合わせて電子

マネーやICカードを作る会社など、それら

を提供する会社、運営する会社、それらの

ネットワークのハードやソフトをキープする

会社、さまざまな会社が事業に参加してく

るでしょう。

どのビジネス分野で、優位性を持ってい

るかを分析することが企業にとって非常に

重要になってきます

オラクルは、このような市場の変化、産

業構造の変化というものを認識し、エレク

トリックコマースに関する製品群を発表し

て推進していきます。

イントラネットに提供するテクノロジー

インターネットを企業内という意味でと

らえた場合、それは「イントラネット」と

呼ばれます。そして、企業間という意味で

は、バーチャルカンパニーとかCALSとか

EDIとかさまざまな話題があります。この

企業間の情報の交換の標準化も進んでいく

と思われます。

WWWサーバーと企業内のリレーショナ

ルデータベースをつなぐとどんなことができ

るのでしょうか。それは、企業の情報資産

をうまく生かしながら、インターネットや

イントラネットのインフラストラクチャーに

武器を持たせることになります。

ページをめくるだけでなくて、ページを

それぞれのケースに合った形で提供するイ

ンフラになりえます。また、セキュリティ

ーを従来にまして高度にしたり、従来の

HTMLで書かれたページだけでなくて、動

画やマルチメディアの環境を取り入れるな

ど、さまざまな対処範囲の広がりと深さが

ORACLE
ざまな中間層をなくした形で、直接に顧客

と接点を持てるようになるかもしれません。

現在も、いくつかのバーチャルモールが

開設されています。そこでは、商品を作る

側と商品を売るショップが一緒になってユ

ーザーに直結しています。いずれ物流の会

社ともリンクを張るでしょう。そして、ク

レジットカードや銀行といった決済の機能

が付属していきます。

実際に銀行、カード会社、通産省のバ

ックアップを得て、セキュリティにからむ

認証機関を設立し、認証を第三者機関で

管理して消費者と金融機関との間の動きを

活性化しようという動きがあります。業界

の標準となるものをうまく生かしながら、

パラダイムシフトをしていく必要があると

思います。

電子マネーが見せるビジネスの広がり

現在、電子マネーが話題になっています。

これに関連して、エレクトリックパースとかエ
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出てくると思います。

オラクルは、インターネットのインフラ

ストラクチャーについては、「オラクル7」

というリレーショナルデーターベースを提供

しています。

この夏に出荷が始まる予定の製品には、

「ユニバーサルサーバー」というニックネー

ムをつけて、ビデオサーバーの機能や文書

を管理する機能をオプションとして同時に

出荷していく予定です。

したがって、従来の文字と数字の世界か

らマルチメディアの情報、さらに文書の情

報も管理対象に広げていきながら、インタ

ーネットの世界を広げていく予定です。マ

ルチメディアの分野に関しては、今後は映

像でなく、音声にも注目したアプリケーシ

ョンを開発していきます。

また、オラクルは「オラクルウェブサー

バー」というリレーショナルデーターベース

とhttpサーバーをつなぐテクノロジーを提

供し始めました。これが夏にはセキュリテ

ィの強化などを含めてバージョン2が出てく

る予定です。

そして、「パワーブラウザー」という

WWWブラウザーをリリースしました。日

本版のオラクルのブラウザーが現れるのは

もうすぐだと思います。ローカルでhttpサ

ーバーを作るなどのさまざまな機能が提供

できるでしょう。

これらのサーバーやブラウザーの上にの

るアプリケーションとしては、もちろんグル

ープウェアの製品を作ります。また、マル

チメディアの技術をサポートする「ウェブ

TV」というコンセプトの製品を作ります。

そして、「オラクルアプリケーション」とい

う企業向けの統合パッケージの中に、イン

ターネット技術をインターフェイスとして、

企業間の結合をサポートする製品を作って

いきたいと思います。

この上に、いろいろなソフト会社がアプ

リケーションのバリューを上げていくような

仕組みが出来上がると考えています。

新しいコンセプト、NCの登場

オラクルはネットワークコンピュータ、

NCというコンセプトを発表しました。しか

し、われわれはネットワークプロバイダーで

はないし、ネットワークコンピュータを製造

する企業ではありません。オラクルはネッ

トワークコンピュータというコンセプトを示

したのです。

しかし、将来のことを言うのは非常に困

難です。昨年の秋、ボストンでインターネ

ットのイベントがありましたが、そこでこん

なフレーズがプレゼンテーションされました。

1943年、IBMの創始者であるワトソン

は、「世界に4台のコンピュータがあれば市

場は十分だ」。また、DECのオールセンは、

「家庭にコンピュータなんで入るわけがな

い」。マイクロソフトのビル・ゲイツは、ほ

んの7年前に「コンピュータのメモリは

640Kバイトあれば十分だ」。

このフレーズから、現在の状況を見れば、

どれだけのコンピュータが世界に存在し、

どれだけのメモリが必要かということに驚

くでしょう。

さまざまなテクノロジーと共存するNC

過去の資産を継承していくと、軽くて使

いやすいものを作ることは非常に困難です。

しかし、その困難にチャレンジして製品を

作っていきます。

オラクルは、90年代から21世紀を飾る

テクノロジーはインターネットだと考えていま

す。パラダイムはインターネットに向かって大

きくシフトし始めたと言ってよいでしょう。

しかし、パソコンやメインフレームがなく

企業内 
LAN / WAN

ORACLE 
サーバー 

ORACLE 
サーバー 

企業内 
LAN / WAN

インターネット 

社内情報システム 
コーポレート・リポジトリー 
データウェアハウス 
ワークグループ 

企業内システム 

CALSの実現化 
情報の共有化 
注文情報とステイタス 
エレクトロニック・コマース 

企業間システム 

情報提供サービス 
マーケティング 
オーダーエントリー 
電子取引決済 

インターネット 

3つのインターネットアプリケーション分野：
企業内、企業間、それらの間を取り持つインターネット。それぞれの分野で、さまざまなアプリケーションが必要と
なってくる。
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なるわけではありません。すべてが共存す

る仕掛けになります。こういった共存の仕

掛けを、さまざまなテクノロジーをサポートす

る企業がコラボレーションすることで新しい

世界を作っていくんだと考えています。

ネットワークコンピュータは、96年1月

のオラクルオープンワールドで若干お見せ

しました。2月には、オラクルのデベロッパ

ーズカンファレンスで実際の機械を見せな

がらデモンストレーションしました。そして

現在、オペレーティングシステムはほぼ固

まりつつあります。

今後は、いくつかのNCのサンプルをも

とに、ハードウェアメーカーに作ってもら

おうかと考えています。

NCの仕掛けは通信カラオケと同じ

NCの仕掛けは、簡単に言うと通信カラ

オケと同じです。カラオケボックスにさま

ざまな、コンテンツとそれをを稼動させる

メディアがあります。

今、通信カラオケが家庭に入っていった

わけですから、ビジネスがカラオケボックス

から家庭に入ったわけです。

この間をよく見ていますと、コンテンツ

を作る著作権者などは生き残る。そして、

コンセプトを形作って商売にした企業はネ

ットワーク時代になっても、プロバイダー

などでビジネスをやって生き残っている。一

番困るのは、ハードだけを作っているよう

な企業と言えるのではないでしょうか。

このようなことが、パソコンの世界にも

起こり得ると予想されます。今、パソコン

は非常に貴重な資産になり、メンテナンス

にも大変になってきています。とはいえ、

PCは開発担当者にとっては最高の環境で

あり、パワーユーザーにとっては今後も必

要なものです。しかし、消費者の立場から

見れば、たとえば私の家族にはここまで重

たい製品は必要ないかもしれません。

デザイン的にも、ネットワークコンピュ

ータは従来の資産を背負うことがありませ

んから、非常に低価格で簡単なものが作れ

ます。

NCによるビジネス展開

NCの基本的なインターフェイスは、統

一されたシングルインターフェイスになって

いきます。

オラクルはその中でソフトウェアを作り、

サーバーのアプリケーションを作ったりしま

す。NCは、それ単体では動きませんから、

サーバーのソフトを開発していく必要があ

るのです。また、NC上で動くさまざまな業

務のアプリケーションを作っていきます。そ

れをプロバイダーに提供し、ネットワーク

コンピュータを売る企業にデザインを提供

しながらNCの世界を広げていきこうとして

います。

対象としているのは、企業や学校です。

今後は通信のインフラも整っていくでしょ

うからその際には家庭という部分までサー

ビスの広がりが考えられます。今年末まで

には、NCのさまざまな戦略と商品化をす

すめていきたいと思っています。

●

取材を終えて

日本の企業でのネットワーク化は遅れて

いると言われている。それどころか一般的

な企業では1人1台のコンピュータ導入もお

ぼつかない。このような環境で「イントラ

ネット」という企業（組織）内部のネット

ワークが注目されるのは「インターネット

効果」なのだろう。

ダイアルアップでインターネットに接続

している人も「イントラネットは企業内の

話だから、直接は関係ない」と思っていて

も、知らぬ間にあなたの会社でイントラネ

ット化が完成しているかもしれない。

いままでの「ネットワーク推進派」の主

張は分かり難かった。しかし、組織という

限られた範囲よりも先にインターネットと

いう世界規模のネットワークでWWWのよ

うな情報共有が実現されているのだから

「イントラネット」の説得力は強い。

かつてパーソナルコンピュータが登場し

たとき、最初はマニアや趣味のものだった

のに、いつの間にか会社のなかでは当たり

前の存在になってきている。インターネッ

トでもそれと同じ発展を遂げるのではない

かという実感を得た。

しかも、情報共有、コラボレーション、

通信、情報提供など、コミュニケーション

の仕組みが組織にまで広がることで、新し

いビジネスが生まれるきっかけともなるので

はないだろうか。一世代前の言葉でいえば

「LANによるオフィスオートメーション」と

いうような「ファッション」ではなく、人

間や組織同士のコミュニケーションのカタ

チが変わっていくことになると期待したい。

（編集部）
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